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１章　目録法

１章「目録法」演習問題（p10）
１．「目録」は，図書館等のコレクション（蔵書）の記録であるのに対し，「書誌」は図書

館等での所蔵の有無にかかわらず，特定の主題，著者，時代，地域などに関する資料
のリストである。
［解説］所在記号（所在情報）の有無が違いであるとおさえることがポイント。

２．①（蔵書目録），④（総合目録），⑤（個人文庫目録）

３．⑴　「標目」または「アクセス・ポイント」
⑵　「書誌記述」または「記述」
⑶　「所在記号」
⑷　「識別機能」または「ファインディング・リスト機能」
⑸　「集中機能」

４．

ISBD のエリア エレメント 課題図書の書誌データ

タイトルと
責任表示エリア

タイトル ベルグソン書誌

タイトル関連情報 日本における研究の展開

責任表示 郡司良夫　編著

版エリア なし

資料の特性エリア なし

出版，頒布等
エリア

出版地，頒布地等 金沢

出版者名，頒布者名等 金沢文圃閣

出版年，頒布年等 2007.1

形態的記述
エリア

資料の数量 256p

大きさ 22cm

シリーズ・
エリア

シリーズのタイトル 文圃文献類聚

シリーズ番号 10

注記エリア なし

標準番号と
入手条件エリア

標準番号 ISBN 978-4-907789-34-3

入手条件 12,000円＋税
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５章　書誌ユーティリティにおける目録作成

５章「１．共同目録作業と NACSIS-CAT」演習問題（p104）
１．「集中目録作業」は，米国議会図書館や国立国会図書館のような各国の全国書誌作成

機関等が，その国の出版物の目録レコードを作成し配布する方式で，「共同目録作業
（分担目録作業）」は，OCLC や NII などの書誌ユーティリティに参加する図書館がコ
ンピュータ・ネットワークを介して共同分担で目録レコードを作成する方式である。

２．「目録システム」（または「目録所在情報システム」，NACSIS-CAT）は，オンライ
ン共同分担目録方式によって「総合目録データベース」を形成するためのものであり，
各大学図書館等における目録業務は，このシステムを直接利用しながら行う。目録シ
ステムを使って目録業務を行った結果形成された全国大学図書館等の蔵書データベー
スが「総合目録データベース」と呼ぶが，この成果物は同時に「目録システム」にお
ける作業用ツールともなる。
［解説］目録レコードを作るための「目録システム」とその成果物としての「総合目

録データベース」という関係が基本であるが，形成された「総合目録データ
ベース」が「目録システム」の中で書誌情報の共有を促し，大学図書館等に
おける目録業務の負担軽減を図っているという側面もある。なお，「総合目
録データベース」は，「NACSIS-CAT データベース」と呼ばれることもある。

３．①「CiNii Books」（及び「Webcat Plus」）により，日本の大学図書館等における学術
文献の目録所在情報を一般利用者に提供，②図書館間の相互貸借システム（NACSIS-
ILL）の中で目録所在情報の検索機能を提供，③各参加図書館の蔵書データベース，
OPAC 等構築のための基本データ提供，など。

４．NACSIS-CAT の特徴は，全国の参加図書館による「オンライン共同分担入力方式」
を採用していること。また，全国の「総合目録データベース」を構築するためのシス
テムであると同時に，個々の参加図書館の蔵書目録データベース形成のためのシステ
ムであること。その意義は，データ作成作業の重複を防ぎ，目録作成業務の負担軽減
を図ることである。
［解説］他に，データの保持方式として，他の書誌ユーティリティにくらべて厳密な

「一書誌一レコード」原則を貫いていることも特徴点とすることができる。

５．
⑴　╳

［解説］以前は和洋に分割されていたが，1997年に両ファイルを統合。現在は和資料，
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洋資料のファイル区分はない。
⑵　╳

［解説］NAME 及び TITLE などの典拠ファイルも総合目録データベースのファイ
ルである。

⑶　╳
［解説］所蔵ファイルは，参加図書館単位のファイルは存在しない。

⑷　○
［解説］一書誌レコードに複数の所蔵レコードがリンクするので，他のどの関係より

も多い。
⑸　╳

［解説］「書誌レコードと書誌レコードの関係」は，シリーズやセット物のような階
層構造のある書誌の親書誌レコードと子書誌レコードのリンクである。

⑹　○
［解説］参照ファイルのレコードに所蔵をつけることはできない。また，参照ファイ

ルのレコードには，総合目録データベースにおける「レコード間のリンク関
係」は存在しない。

５章「２．NACSIS-CAT による目録作業⑴」演習問題（p119）
１．目録システムにおいて目録レコードを共有するために，参加館間での目録レコードに

対する共通理解が欠かせない。そのために，総合目録データベースの構造やデータベ
ース作成のための原則や考え方を示す「基準」が必要となる。この基準の適用で，デ
ータの品質保持と標準化が図られる。

２．①書誌／②典拠／③所蔵／④重複作成／⑤削除／⑥修正

３．①単行／②最上位の集合／③中位／④版／⑤刷／⑥「する」に○／⑦資料種別

４．問題番号付番ミス

５．「固有のタイトル」の存在によって認定される。なお，「目録情報の基準」では，「固
有のタイトル」の厳密な定義が困難と判断し，「固有のタイトルでないもの」を例示
して，それらを「書誌単位」としないとした。

６．①出版物理／②巻次等／③部編名／④数字／⑤アルファベット／⑥地理／⑦年代／⑧
形式／⑨付録

７．
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